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1 ．問題設定
大学における学びにおいて、どのような経験が学生

の成長に効果を持つかを明らかにすることは重要であ

る。大卒社会人を対象とした研究で、グループワーク

やディスカッション、学内外の多様な他者との交流・

対話といった、多様な他者との協働・学び合いの経験

を持つことが、学びによる成長の実感につながること

が示唆されている（飯吉, 2016）。ここでの多様な他

者とは、学年や専門の異なる学生、大学院生、教員、

学外者等を含むものと考えられる。本稿では、それら

に職員も含み、学生が活動を通じて関わりを持つ、「学

年（年齢）・専門・立場がさまざまに異なる他者」と

定義する。また、協働・学び合いとは、「多様で異質

な学習者が、お互いの能力やスキル、地域や文化的な

資源を共有し、対等なパートナーシップと信頼関係を

構築することで、同質的な組織内学習ではとうてい不

可能な高い学習目標や課題の達成」を可能にする学習

方法と定義され（坂本, 2008）、本稿でもその定義に

従う。

上記先行研究では、正課学習の中で成長実感の高かっ

たゼミ・研究室活動での経験に注目して検討している

が、大学での学びは、正課外の活動から得られること

も多くあると考えられ（溝上, 2009）、上記研究でも

2 割程度の学生が正課外学習・活動での成長を実感し

ていることが示されている（飯吉, 2016）。したがって、

学び・成長の実感をもたらす重要な要因であると考え

られる多様な他者との協働・学び合いの経験について、

正課外の活動についても検討することは、大学での学

びの意味・価値の理解を深めるために意義があると考

える。

そこで本稿では、正課外の活動での多様な他者との

協働・学び合いについて、TA（ティーチング・アシ

スタント）・SA（スチューデント・アシスタント[ 1 ]）

が学生・教職員との業務経験を通して得た学びの効果

を確認するために、授業担当及び学修支援推進室（OCU

ラーニングセンター、以下「LC」；LCでの取組詳細
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抄録
多様な他者との協働・学び合いの経験とその効果について、一般の学生に比べその機会を多く持

つと予測される、授業補助や学修支援活動を行うTA・SAを対象とし、その業務経験に関するアン
ケート及びインタビュー調査をもとに確認した。対象とするTA・SAには、個別の授業を担当する
TA・SAと学修支援組織で多様な学修支援活動を行うTA・SAの二種があり、業務経験が異なるこ
とから種別に分析・検討を行った。その結果、業務内容に応じた多様な他者との協働・学び合い
経験と、それによる能力向上の実感がみられた。特に、主体的な学修支援活動を業務内容とする
TA・SAの振り返りにおいて、協働・学び合い経験とそれによる多様な視点の獲得、学びの広がり・
深まりが強く自覚されていることが示された。
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の質問紙調査では、業務において担当した内容とそれ

によって培われたと思う能力を選択肢方式で尋ね、そ

れぞれの傾向を確認する。また、業務上のどのような

経験がどのような学びの実感につながっているのかに

ついて、より具体的な認識を確認するために、業務経

験を通して感じたことを自由記述してもらい、その内

容を協働・学び合い及び振り返り経験とその効果の観

点から分析する。二つ目のインタビュー調査では、よ

り多様な経験が期待されるLC勤務のTA・SAに、個

別のインタビューを行い、学生・教職員との業務経験

及び振り返りによりどのような学びを得られたと実感

しているかを、より詳細な回答を基に確認する。

2 ．�TA・SAの業務経験に関するアンケート
調査

2 - 1 ．協力者

回答者は2018年度のべ38名（うち授業担当22名、

LC勤務15名、無回答 1 名）、2019年度のべ46名（う

ち授業担当35名、LC勤務11名）であった。なお、期

間中に勤務していたTA・SAの人数は2018年度のべ

105名（実人数70名）、2019年度のべ105名（実人数

76名）であった。

2 - 2 ．方法

TA・SAの業務経験に関するアンケート調査は、

2018年度、2019年度の各勤務期間（ 1 ～ 4 期）終了

時に実施され、メールまたは手渡しで該当者にアンケー

ト用紙を配布し、事務室等の窓口に設置された回収ボッ

クスへの投函により回収した。

アンケートは、無記名式であり、回答者の属性（所

属学部、学年等）、業務情報（勤務時間、授業形態等）、

仕事内容と培われた能力（選択肢）、勤務理由（選択肢）、

教育改善への貢献（選択肢）、勤務の感想（選択肢及

び選択理由の自由記述）、勤務の参考度（選択肢及び

選択理由の自由記述）、その他意見・要望（自由記述）

で構成された。このうち本稿の検討対象とするのは業

務経験とそれによる学びの認識であり、それぞれ「仕

事の内容と培われた能力」と「勤務の感想（勤務して

よかった理由の自由記述）」、「勤務の参考度（勤務が

今後の参考になった理由の自由記述）」として尋ねた。

は佐々木・谷・外尾（2020）参照）という場で勤務す

るTA・SAを対象に検討する。

TAやSAとして授業補助に入ることは、主に当該

授業を担当する教員と受講する学生たちとの関わりを

持ちながら、その二者の視点及び、チューターという

教える側と学ぶ側の中間の立ち位置からの視点という、

多様な視点から授業を経験することから、受講する立

場のみの学生に比べると他者との協働・学び合いの機

会に恵まれる可能性が高いと考えられる。

他方、LC勤務のTA・SAは、授業補助も経験する

ことに加え、多様な立場・経歴を持つLCスタッフ及

びTA・SA同士の関わりが深く、頻繁に議論や相談

を行いながら、自分たちが主体となるイベントの企画・

運営や、セミナーの講師役、自主学修教材の作成等、

多様で自主的な学びに関する活動をする。多様な他者

との学び合いという観点では、LC勤務のTA・SAは

さらに学び合いの経験が多く、関わる他者の多様性も

高くなることが考えられる。加えて、主体的に企画・

運営等を行うことから、責任感や自律性を培う機会も

多くなるであろう。活動範囲の広さから学び・成長へ

の影響もより広範囲に及ぶと考えられる。

さらに、LCにおけるTA・SA育成プログラムの一

環として、活動ごとや学期ごとに、活動を振り返る機

会を頻繁に持つこと、その際の視点が自分自身だけで

なく他のTA・SAやLCスタッフからのフィードバッ

クを含むことが特徴的である。振り返り（リフレクショ

ン）の重要性は多くの研究で指摘されており（馬

場, 2012；河野, 2013；長田・村田, 2011）、中でも複

数名での対話によるリフレクションが、新たな視点の

取得や学びの理解・定着（村上・小川・岸 , 2014）、

自己の課題の明確化や学びへの意欲向上（村松・渡

辺, 2008）等につながることが示されている。その機

会を多く持てることは、協働・学び合いによる効果の

一つと考えることができるだろう。自分の成長への意

識の高まりが期待でき、内省だけでなく、多様な他者

からのフィードバックも得られることで、個人では判

断しにくい自身の学び・成長の評価もしやすくなるこ

とが考えられる。

以上の予測を検討するために、授業担当及びLC勤

務のTA・SAを対象に、二つの調査を行う。一つ目
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として学生の相談や質問に応じることであるが、責任

ある立場で学生と接し適切に対応する必要がある点が

特徴と考えられる。同じく「担当教員との打ち合わせ」

は、業務について教員と対話し指示を理解し対応する

ことであり、教員とのやり取りを通して適切に指示内

容を理解したり自身の意見を伝えたりすることが求め

られるだろう。

LC勤務の「イベントの企画」では、LCで実施して

いる学修支援イベントを企画立案から話し合い、広報、

実施まで、TA・SA・教職員間でそれぞれが役割を担

いながら、互いに協力して進めていく過程を経験する。

同様に「セミナーの運営・参加」は、LCにて教員主

体で実施している学修支援セミナーにて講師役として

教職員と協力しながら運営に関わったり、参加者とし

てセミナーを受け、運営スタッフへ感想や意見をフィー

ドバックしたりすることを指す。

上記仕事内容を担当したと選択した人数（のべ数）

のうち、それにより培われた能力として各能力を選択

した人数（のべ数）の割合を示した（表 2 ）。

 授業担当の「学生の相談・対応」では、特に責任

感（67％）・コミュニケーション力（67％）・実務能力

（67％）が培われたと実感していた。上記仕事内容から、

責任を持って学生への対応を行う中で、特にこれらの

力について自覚されたものと考えられる。

同様に「担当教員との打ち合わせ」では、約半数が、

協調性（53％）・コミュニケーション力（47％）が培

われたと実感していた。上記仕事内容から、特に重要

となる教員とのやり取りの経験によるものであろう。

LC勤務の「イベントの企画」では、主体性（75％）・

協調性（81％）・責任感（63％）・コミュニケーション

なお、「その他意見・要望（自由記述）」においても、

業務経験とそれによる学びの認識に関する記述が一部

みられたため、補足的に検討する。

2 - 3 ．結果と考察

2 - 3 - 1 ．�担当した仕事内容及びそれによって培われ

たと思う能力

本稿では、尋ねた仕事内容の全項目（表 1 ）のうち、

学生・教職員との学び合いに関わると考えられる仕事

内容（授業担当の場合は「学生の相談・対応」「担当

教員との打ち合わせ」、LC勤務の場合は「イベントの

企画」「セミナーの運営・参加」）に限定して報告する。

授業担当の「学生の相談・対応」は、主にチューター

表１．仕事内容の項目一覧
仕事内容

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

授業資料の作成
授業資料の配布
授業資料の回収
授業資料の印刷・準備
授業における実験補助
授業における実験器具の準備
授業準備（機材準備など）の補助
授業中、学生が問題に回答する際の机間巡視
学生の講義への出欠管理
提出物管理（提出物の並び替えなど）
学生の相談・対応（授業時間外）
学生の提出したレポートの添削
授業で出された問題の正誤確認、小テストの採点
授業のための担当教員との打ち合わせ
授業内容の一部をTAが担当するミニ講義・授業など
イベントの企画
自主学修教材の開発
セミナーの運営・参加
その他

表２．学生・教職員との学び合いに関わる仕事内容の担当経験とそれによって培われた能力の選択数（下段は割合）

勤務 仕事内容 担当 主体性 協調性 計画性 責任感 コミュニケー
ション力 実務能力

授業
学生の相談・対応（授業時間外） 6 3 2 1 4 4 4

50% 33% 17% 67% 67% 67%

授業のための担当教員との打ち合わせ 15 3 8 3 5 7 2
20% 53% 20% 33% 47% 13%

LC
イベントの企画 16 12 13 8 10 11 5

75% 81% 50% 63% 69% 31%

セミナーの運営・参加 11 6 5 2 6 6 4
55% 45% 18% 55% 55% 36%
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回答された記述を大きく分類すると、授業担当では、

主に「自身の学びの向上（17件）」「学生等との関わり

（ 7 件）」「自身の能力の理解（ 3 件）」「収入（ 3 件）」

がみられた。

同様にLC勤務では、「自身の学び・能力の向上（11

件）」「他者との協働による刺激（ 9 件）」「学びについ

て考える機会（ 3 件）」に大別された。

そのうち学生・教職員との業務経験によりどのよう

な学びを得られたかという点に言及しているものは以

下の通りであった。

授業担当では「学生と同じ目線で受講したのち、学

生の授業の感想を採点者の立場で見るという経験が新

鮮だったため。」「教育する側の立場がわかり、多面的

な見方を少し手に入れられた。」「一回生とのコミュニ

ケーションを通して大きな作品を作ることに達成感が

あったから」「指導を通して、研究に対する姿勢や考

え方を再確認できた。」等が挙げられる。

LC勤務では「様々な学部、学年の方々と意見交換

などしながら業務する機会がたくさんあったので、普

段だとそうした方々交流はなかなかないので、大変い

い刺激になっている。」「通常の学生生活を送っていた

だけでは伸ばすことが難しかったであろう能力（主体

性やコミュニケーション能力など）を、学内で伸ばす

ことができているから。」「仲間と協力しながら 1 つ

のことを成し遂げる経験ができたから。」「大学生の学

びについてチームで真剣に考えることができたから」

等が挙げられる。

「業務経験が参考になった」理由　業務経験が参考に

なったかとその理由を問う項目において、「参考になっ

た」理由として回答されたもののうち、学生・教職員

との業務経験によりどのような学びを得られたかとい

う点に言及しているものは以下の通りであった。

授業担当では「一つの内容でも捉え方が複数あるこ

とを学生のレポートから知ることができたから。」「講

義形式の授業でのTA経験を経て、採点する側の視点

を知れた点で参考になった。」「理解できていない学生

に対して、教えるために会話の仕方に工夫などを行っ

たので、そういった経験は今後必ず役に立つものだと

考えたため。」「今回のTAの経験では自分が学部時代

に行った実験の手法を教えるにあたって、伝達能力が

力（69％）と多様な能力が高い割合で実感されていた。

上記仕事内容の多様性・複雑性が反映され、それを乗

り越えたことによる能力の実感が伺える結果であった。

同様に「セミナーの運営・参加」は、主体性（55％）・

責任感（55％）・コミュニケーション力（55％）で半

数を超える実感がみられた。なお、この結果にはセミ

ナーへの参加のみの経験も含まれるが、特に多様な他

者との学び合いの機会が多いと考えられる、運営に関

わったTAに限定すると、協調性・責任感・コミュニ

ケーション力で71～86%という高い実感が得られてい

た。こちらも上記仕事内容から、特に運営に関わった

TAは、組織外の学内教職員との関わりもある中で、

講師役として積んだ経験の効果の大きさを感じさせる

結果となった。

以上より、それぞれに、異なる学年・専攻の学生、

教職員との関わり・協働の中で、個人での学びとは異

なる経験を得ることができ、多様な能力の向上の実感

へと結びついていることが示されたと言えるだろう。

特に、LC勤務の「イベントの企画」において全般に

高い割合が示されたことは、上述の業務内容の特徴に

加え、振り返りの機会を通した自分の成長への意識の

高まりも反映している可能性がある。イベントの振り

返りにおいても、TA・SA同士の意見、教職員からの

フィードバック、参加者のアンケート回答等、多様な

視点から自身を客観視する機会が得られ、企画実施の

達成感とともに、多様な他者からの声という根拠に支

えられて、自身の学び・成長に目を向け、自分では気

付かなかった点も含めて評価しやすくなったと考えら

れる。

上記結果からは、業務内容から多様な他者との協働・

学び合いの影響が予測できるが、学生自身が実際に協

働・学び合い経験についてどのように感じているのか

は明らかでない。そこで、具体的な感想からその点を

確認するために、次項では業務経験についての自由記

述を検討する。

2 - 3 - 2 ．�業務経験に関する感想（アンケート調査の

自由記述）

「勤務してよかった」理由　勤務しての感想とその理

由の項目において、「勤務してよかった」理由として
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囲であっても、教える側の視点を得る、自身の学びを

省みる機会となる等、個人では得られなかった効果を

実感していると言える。他方、LC勤務では、関わる

対象が学部・学年、立場の異なる多様な他者であるこ

とに多く触れられており、視野の広がり等、その多様

性による効果についての直接的な記述がみられた。学

び合いの場としても、TA・SA同士の話し合い・グルー

プワークや、教員も含めた議論、イベント実施等、多

様なものが挙げられており、その経験の貴重さの認識

と、それによる能力の向上の実感が目立った。より多

様な他者と、多様な形で学び合いの機会を持つことが、

より強い効果の実感につながることが伺える結果と言

えるだろう。

また、LC勤務が学びについて考える、自身を振り

返る機会となっていることも複数言及されており、上

述の予測に沿う記述と考えられる。

以上、学生自身の認識する学び・成長に関して大ま

かに捉えることができたが、アンケート調査の性質上、

詳細を掘り下げて確認することはできていない。また、

学生が自覚的でない学び・成長やその背景についても、

アンケート調査では捉えることが難しいと考えられる。

そこで次項では、多様な他者との学び合いとその効果

をより実感しているであろうLC勤務のTA・SAに対

象を限定し、業務経験とその影響をより詳細に掘り下

げて捉えることができる、インタビュー調査での振り

返りの内容を検討する。

3 ．�LC勤務のTA・SAに対するインタビュー
調査

3 -1．協力者

参加者は2018年度 3 名（うちTA 3 名）、2019年度

3 名（うちTA 1 名、SA 2 名）であった。なお、勤

務人数は2018年度 7 名、2019年度 9 名であった。

3 - 2 ．方法

TA・SAのインタビュー調査は、LCで勤務する

TA・SAに対し実施された。なお、本インタビューは、

TA・SAの活動の振り返りの一環として位置付けられ

ている。インタビュー手順等の説明の後、表 3 の設

問一覧を示しつつ、実施者が質問し、参加者がそれに

かなり必要であったことが分かり、今後の経験として

この伝達能力は必要になることが予想されるから。」

が挙げられる。

LC勤務では「立場の違う方々と勤務した経験は、

SAとして勤務していなかったら体験できなかったこ

とだと考える。この経験は自身の視野を広げ、考え方

を多面的にしてくれたので、学びにも大きな影響があっ

た。」「今回のレポートのセミナーでもそうだが、普段

自分が取り組んでいることを、改めて誰かに伝えると

いう作業は、わかりやすく伝えようと努力することと

同時に、自分にとっても見直す機会になったり定着す

る機会にもなり、とても参考になった。」「他学部、新

たな人と関わることでこれまで身につけた考えや能力

を振り返ることができたから。」「少数で優秀な方々と

業務することで、自分の主体性やコミュニケーション

力が向上し、今後に活かせると感じています。」が挙

げられる。

その他意見・要望　その他意見・要望についての自由

記述においても、以下の通り、学生・教職員との業務

経験によりどのような学びを得られたかという点に言

及しているものがみられた。

授業担当では「普段理科などの勉強を行っていない

文系の人にどのようにして上手く理系の話をするのか

ということに難しさを感じた。難しさを感じた分、上

手く伝わった時に喜びを感じた。」が挙げられる。

LC勤務では「イベントで人前で話をしたり、学修

について考えたり、先生方・TAさん・学部の違う

SAさん達と議論をしたり…と貴重な経験がたくさん

できました。SAとして勤務していなければ、今ほど

話すことが得意になっていなかったと思います。」「こ

こでの勤務は、教員の方々・TAさん・SAさんとの

出会いと、そのことにより色々な視点の考え方を聞け

るので、とても充実しています」が挙げられる。

自由記述についてのまとめ　上記の各自由記述はいず

れも、勤務を通して学生や教職員との学び合いの経験

が得られたことに目を向け、その価値を実感している

ことが伺える。授業担当とLC勤務の記述を比較すると、

授業担当では、業務内容から学び合いの場は指導や説

明、採点が主であり、関わる対象も下回生、他専門の

学生、教員の範囲となっていることがわかる。その範
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ていることが伺える結果であった。

これらの回答から、多様な他者との学び合い・自他

の視点からの学びの振り返りが、個人での学び及び立

場や考えの近い者との学び合いでは得難い、自分とは

異なる視点・思考の存在への気付きを与え（表 4 回

答No.1、 3 、 4 、 5 、 6 ）、その多様性を否定せず理

解しようと努めることを促す環境の中で、多様な視点

の取得や（No.1、 2 、 4 、 6 ）、それらを鏡として進

む自己理解（No.2、3 、5 、6 ）、自他の視点の統合（No.5、

6 ）というプロセスで学生の学びを広く深いものにし

ていくこと、その中で多様性に配慮した自己表現等の

重要な能力を培うこと（No.2、 3 、 4 、 5 、 6 ）が伺

えた。

ところで、学び合いがこのような効果を発揮するた

めには、他者が多様であるだけでなく自律的であるこ

と、個人として対等な立場での議論を支える環境があ

ること、多様性を受け入れる姿勢やそれを促す教育が

あること等、必要となる要因が背景にあることも考え

られる。今後は多様な他者との関わりが学び合いとし

て機能しなかったケースにも注目する等、前提となる

要因を検討することも、有効な学び合いの場を構築す

るために意義があるだろう。

自由に答える形で行った。個別インタビューとして実

施し、所要時間はそれぞれ 1 ～ 2 時間であった。

3 - 3 ．結果と考察

インタビューでの回答内容のうち、学生・教職員と

の業務経験によりどのような学びを得られたかという

点に言及しているものは表 4 の通りであった。

特に学生・教職員との関わりや議論を通じて、これ

まで知る機会のなかった多様な視点を認識・理解した

という点は共通して挙げられており、そこから発展し

て、コミュニケーションの姿勢を考えたり、自身につ

いての理解を深めたり、自身の考えを広げたりといっ

た効果を実感していることが明らかになった。振り返

りの機会やその効果に言及しているものもあり、そこ

での多様な他者との関わりにより、自身の学びの整理

やフィードバックの受け入れやすさにつながっている

ことが伺えた。このような効果は、上述の先行研究の

知見（村松・渡辺, 2008）に一致すると考えられる。

振り返りを含む、LCでの多様な他者との協働・学び

合いの経験は、授業担当のTA・SAに比べても、よ

り密度が高く期間も長いものであることから、学生自

身の実感する効果もより深く、また自覚的なものとなっ

表３．インタビュー調査における設問一覧

＜TA/SAの活動・経験とそこからの学びや成長について＞
（１） TA/SAの活動・経験として、どのようなことを行い・経験しましたか？
（２） 学修支援推進室（OCUラーニングセンター）での活動・経験で、個人で行ったもの、チームや複

数で行ったものには、それぞれどのようなものがありましたか？
（３） それらの活動・経験から、自分自身の学びや成長につながったものはありましたか？あったとすれば、

それはどのような活動・経験で、どのような学びや成長につながったでしょうか？ 
＜TA/SAとして受けた指導や育成プログラムとそのあり方について＞
（４） TA/SAとして、最初あるいは活動途中にどのような指導や育成の経験がありましたか？
（５） どの指導や育成の経験が自分のTA/SAとしての業務にとって役に立ちましたか？
（６） どの指導や育成の経験が自分の学びや成長にとって、役に立ちましたか？
（７） どのような指導や育成のプログラムがあれば、学修支援推進室のTA/SA（他のTA/SAや他の学生

のリーダーになっていく役割を担えるTA/SA）の育成に役立つと思いますか？ 
（８） どのような指導や育成のプログラムがあれば、授業や教育の支援者としてのTA/SAの育成に役立

つと思いますか？
（９） どのような指導や育成のプログラムがあれば、TA/SAが自律的学修者となっていくために役立つ

と思いますか？
（10） TA/SAが、教員の教育開発（とりわけ、学生により自律的・能動的に学ぶ力を引き出す教育の開発）

の協力・支援を行うことは出来ると考えますか？そのようなTA/SAになるためには、どのような
育成プログラムや経験が必要だと思いますか？

＜その他、関連する質問なんでもについて＞



TA・SAの業務経験における協働・学び合いとその効果に関する調査報告 

28
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『教育フォーカス』, 特集13, ベネッセ教育総合研究所
WEB上掲載論文. 
https://berd.benesse.jp/feature/focus/13-learn_growth/
activity4/（2021年7月20日閲覧）

河野義章 (2013), 「大学における授業振り返りシート導入の試
み」, 『昭和女子大学紀要』, 第15巻, 11-20.

溝上慎一 (2009)， 「「大学生活の過ごし方」 から見た学生の学
びと成長の検討-正課・正課外のバランスのとれた活動
が高い成長を示す」, 『京都大学高等教育研究』, 第15巻, 
107-118.

注
[１] 本学の授業や教育活動をサポートする目的で雇用された

学部学生
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表４．協働・学び合いによる学びや成長に関する回答内容
2018年度 2019年度

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6
TA1 TA2 TA3 TA4 SA1 SA2

経
験
し
た
業
務

イベントの企画と運
営
セミナーの担当
TＡ・ＳＡ同士、ス
タッフ・教員との学
び合い・話し合い
資料・報告書の作成
教員からの指導
オープンキャンパス
での来場者対応
SAへの指導

イベントの企画と
運営
資料作成
セミナー参加
教員からの指導
SAへの指導

イベントの企画と
運営
授業補助
資料作成
教員からの指導
SAへの指導

授業補助
イベントの企画と
運営
資料作成

イベントの企画と
運営
オープンキャンパ
スでの来場者対応
セミナーの担当

イベントの企画と運営
授業補助
資料作成
オープンキャンパスでの来
場者対応
セミナーの担当

そ
れ
に
よ
る
学
び
や
成
長

［議論から］自分と
は異なるが納得でき
るようなそれぞれの
視点を知ることで新
しい感覚を得られ
た。

［多様な立場の人
との関わりから］
非常に良い経験に
なった。対応の仕
方、コミュニケー
ションのとり方を
学んだ。自分につ
いての評価を受け
た際に受け入れや
すく、深く考え、
自己を客観視する
機会になった。年
長者から任せられ
ることで責任感・
主体性が生まれた。
教員・スタッフの
フォローによる安
心感に支えられて
挑戦できた。

［議論から］多く
の意見が出てきて、
それが一つの方向
性に行かなくても、
結局、そこの話し
合いがすごく大切
で、そこに参加し
ていくときの姿勢
を、話し合いの中
で学んでいった。
自分の意見に対し
て反応をもらった
ときに、自分の意
見を相対化する経
験 が あ り、役 に
立った。自主性、
想 像 力、チ ー ム
ワークやリーダー
シップが必要に
なった。

［SAへの指導から］
話し合いの進め方
の難しさ、適当な
加減についてよく
考えた。

［教員からの指導
から］学び・向上
自体への喜びを実
感した。タイムマ
ネジメントやタス
ク管理の重要性を
学んだ。

［授 業 補 助 か ら］
教員側の視点の取
得、質問に答える
際の姿勢の改善に
つながった。

［多様な立場の人
との関わりから］
多様な視点・領域
について知ること
ができ、興味深く、
いい刺激になった。

［議論から］それ
ぞれの価値観や多
様性を再認識でき
た。自己理解が進
ん だ。リ ー ダ ー
シップをとる経験
ができた。多様な
意見を捉える中で
論理的思考が養わ
れた。説得的に意
見を言うことを意
識するようになっ
た。他の場でも自
信を持って自分の
意見を明確に主張
することができる
ようになってきた。

［企 画 実 施 か ら］
企画の中で自分自
身も学んだり、実
践を通して責任感
が増した。

［教員からの指導
から］書類作成能
力の向上。タイム
スケジュール管理
を意識するように
なった。

［議論から］多様なバック
グラウンドのある人との話
し合いのためには一から言
語化して、伝わってるかと
いうのを確認しながら話を
進めていく必要があること
を学んだ。多様な視点の人
と話し合いをする中で、自
分の考えの伝え方や、伝
わっているのかの確認が大
事なんだなというコミュニ
ケーションの面での気づき、
学びを得た。自分の知らな
い考えを吸収できることは
楽しく、視野が広がり、自
分の意見も変化した。

［多様な立場の人との関わ
りから］自分が今何を学ん
でいるのかを畑違いの人に
わかりやすく伝えるために、
自分の学びの振り返りや整
理ができた。

［教員からの指導から］話
し合いの場で考えを言語化
してもらう経験から、考え
の伝え方を学んだ。

［業務全体から］教える側、
教えを受ける側、その中間
など、学修に関していろん
な視点で捉えられた。
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